
生地を裁断、縫製する前に仕様書の最後まで目を通して下さい。注!
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縫い方順序

●材料●

●できあがりサイズ●

X-06 1本挿しペンケース

X-06　1本挿しペンケース

<1>　　　　

本体を裁断し、切り込みを入れます。1 二つ折りにして縫います。

バッグの持ち手に巻いて、切り込みの部分に本体を挿し込んで付けます

2

切り込み

両端は直径2mmくらいの
ポンチで丸く穴をあけると
裂けにくくなります

フェルトなど、強度が心配な場合は
切り込みの周囲に
細かい針目でミシンをかけて
補強すると良いでしょう

0.2～0.3cmくらい

切り込み

ミシン縫い

0.3cm

しっかりと
返し縫い

表

表

裏

折ります

ステッチの糸を配色にしたり
タグを挟んだりしても
ポイントになりますね

切り込みに
通します

この部分は角で裁断し、
あとから丸くカットすると
よいでしょう

表地・・・・・横--約14cm×縦--約32cm

素材は革で作ることを想定しています。
(あまり硬いもの、厚いものはミシンで縫うには不向きです)
端が裁ち切りなので、縫い代始末のいらない素材がおすすめです。
(ラミネート生地、厚手のフェルト、しっかり目の圧縮ウールなど。
合成皮革は基布部分がほつれなければお使いいただけます)
縫い糸は革専用のものを用意しなくても、20～30番くらいの太めのものがあれば良いでしょう。
革は滑りにくいものが多いので、テフロン押さえをおすすめします。

巾--約3.7cm×長さ--約15cm(本体部分のみ)

※パターンは貼り合わせてお使いください。
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ペンケース　表地1枚
X-06

切り込み

周囲全て
縫い代無し

切
り
込
み

10cm

この線の長さが
それぞれ10cmになるように調節して
プリントしてくださいね

10cm

のりしろ

貼り合わせる

X-06　1本差しペンケース

<2>　　　　


